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取扱説明書 


機種名（総称名) 


アメニテイビルトイン形 


エス エヌエルブイ 

S28NLV 

S36NLV 

S40NLV 

S50NLV 



•このたびはダイキンルームエアコンをお買い上げいたださ、 
まことにありびとラございます。 


• この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくま全にご使用ください。 


• ご使用前に r 安全上のご ミ 主意」を必ずお読みください。 

お読みになった後はいつでもご覧になれるよラ、お手元に保管して 
ください。 


•保証書はおずお買い上げ日、販売店名などの記入をおかめて、 
大切に保管してください。 
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■めれた手で電源の r 入」「切」や操作はしない。 

(感電の原因） 


0 

禁止 


0 


■吸込口や吹出口に指や棒などを入れない。 

(けびの原因） 

■長時間を風を体に直接あてない、冷やし過ざない。 

(体調を崩す原因） 

特におモ様や高齢者にはごを意ください。 

■巧燃性のもの(ヘアスプレーや殺虫剤など）は 
本体の近くで使用しない。 

(感電や引义の原因） 

■腐食性ガスや金属製のホコ U のある場所では 
使用しない。 

(弓 I 火や本体への吸引による発火や発煙の原因） 


異常-が晴時には直ちに使用を中止する 

〇 票讚;;.;；故障例 

:•電源]-ド教變簿圈熱圈函 N ;;; 画 
•:送麵裏圓国謹;顯颖謹還;ぉ;;;;;;;; 

;：；：：• —:凸ひ'ん I ポん'|画ミ?^ " S 嶺 io お 

遲♦董飼;皆;;お近、;度旅卸!漏齡る; . 

::::::::::::!襲常のまま運転道続靜證遐難障辭議議釋:::::::::::::: 
Tm：mm :;;諸銭蟹猫磊擇1う;;圓:::::::::::::: 

. ず;璋起謹転恶憧應賴:議段^銷与龜洒晋爾お震瞬 

;;;;;面;;;;;;;;;;;;;;;;崖;賴殿嚴議隨謙;整;恩;窺麗辈謎;趨蓄樣還賴譲慈11欄; 
:::::面:::證顆談黑超き顯画画画;;; N 面圓蠢 


〇 

おず実施 


■エアコンの据付けや移動、修理、再設置は必ず 
お買い上げの販売店または専門業萄こ依頼ずる。 

(感電や火災などの原因） 

■アースや漏電しや断器び設置されている 
ことを確認ずる。 

(感電や火災などの原因） 

■必ずエアコン専用のブレーカーを使う。 

(他の機器と併用すると、発熱による乂災の原因） 
画をえない、暖ま5ない場合は、を媒漏れが原因の一つ 
と考え5れるので、お買い上げの販売店に相談する。 

冷媒追加を伴う修理の場合は、：令媒漏れびない 
ことをサービスマンに確認してください。 

(:令媒は安全で、通苗は漏れませんび、万一室内 
に漏れ、フアンヒーターやコン□などの火気に 
短!れると、有害な生成物発生の原因となります） 

■可燃性ガスの漏れるおそれのある場所に 
設置されていないか確認する。 

(万ーガスび漏れると、発火の原因） 

■ ドレンホースが確実に排水ずるよラに 
配管されているか確認ずる。 

(不確実な場合、家財などをめ b す原因） 


■送中で接続したり、延長コードの使用、 
タコ足配線をしない。 

(感電や発熱、火災の原因） 

■破損させたり、加工したり、傷んだまま， 
束ねたままでの使用はしない。 

(感電や义災の原因） 


据付け-移設-修理時は 


0 


■室がユニットに表示の;尚揉 
( R 410 A ) な外は使用しない。 

(故障や破裂、けびなどの原因） 


ilBk 

\^ァコン7 



ごな用時は 


お手入れ時は 

0 ■お客様自身で、工具を使った分解掃除や 、‘ 
改造、内部の洗ミきはしない。 ’ 

(水漏れや破損、故障、発煙、発火の原因） 

I 禁止 


■お守りいただく内容の種類を、「図記号」で区分して説明していまず。 

0 「してはいけないこと」を表し 「 A 「しなければならないこと」を 
ています。 V 表しています。 


A 盛と 

：■：■：£ • \ tmmml 


r けびや財産に損害を受けるおそれびある 
内容」を示しています。 


「死 t ： や重傷を負ラおそれびある内容」を 
おしています。 


ご^^^ 

又王」^ W し/エ局 

この取扱説明書および商品には、安全にご使用いただくために、いろいろな表示をしています。 
内容（表示-図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお巧りください。 

■「表ち」を無視して、誤った取扱いをずることによって生じる内容を、次のように区分していまず。 
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室巧ユニットは 


0 


■動植物に直接風をあてない。 

働植物に悪影響を及ぼす原因） 


■精密機器や食品-美術品 
の保を、動植物の飼育や 
栽培などに使わない。 

(品質低下などの原因） 


I ユニットの下に、他の電気製品や 
家財などを置かない。 

(水滴び落ちて、巧損や故障の原因） 


〇 ■燃焼器具と一緒に 
運転ずるときは、 
こまめに換気する。 

おず実施（酸素不足による頭痛など 
の原因） 


1-1 


■燃焼器具は、風び直接あたらない 
場所で使巧ずる。 

(不完全燃焼の原因） 


■乳幼児の手の届くところにリモコンを 
置かない。 

(誤操作による体調悪化や電池誤飲の原因） 


な ( が : な 4: が WKWKWfKWWKWKWftWtWKWWWKWtWKWWtWWKWK なが : WK な谢巧做双な . 讨树 . 


お手入れ時は 


0 


〇 

おず実施 


■不安定な台に乗5ない。 

(転倒など、けびの原因） 

■室内ユニットのアルミ部分に触らない。 

(手を切る原因） 

■エアコンを水洗いしたり、巧瓶など 
水の入った容器を載せたりしない。 

(感電や発乂の原因） 

■必ず運串云を停止し、ブレーカーを切る。 

(フアンび高速回転しているため、けがの原因） 


室がユニットは 


0 


■ユニッ トのアルミ部分に g 
触らない。 

(手を切る原因） 

■ユニッ トの上に乗ったり、 
物を載せたりしない。 

(ベランダなどの高い場所に 
設置の場合、転落の原因） 

■据付台が破損したまま、 
放置しない。 

(落下につなびり、けびなど 
の原励 




巧 

謬 ^^ fciii! 


〇 

必ず実施 


■室がユニットの周辺に、物を置いたり、 
落ち葉びたまらないようにする。 

(虫などび侵入し、故障や発火、発煙の原因） 


室がユニット周辺の確認 


■下図の距離をあけないと、エアコンの能力び低下した 
り、テレビやラジオに雑音び入るおそれびありまず。 
•設置場所に余裕があれば、効率の良い運転のために、 
でさるだけ広い寸法をお取りください。 


f 乾操した j 
顧しの-^ 

壁など 

議吹出□側 I 吸込□側 

一み一誠 

麵 心 L rn ^ jnim な上離す 


I 乂災警報器と室内ユニットの吹出□は].日 m な上の距 
離をあけてください。 


■加湿器などをおくでご使用になるときはごを意くださ 
し、加湿の種類によっては水道水に含まれるカルシウム 
やマグネシウムなどの化合物び水と一緒に放出される場 
合びあり、蒸発すると白い粉になります。このような水 
分びエアコン内部に入るとちれの原因になります。 

■調理室など油煙の多いところ、または可燃性ガス-腐食 
性ガスや金属製のホコ U のある場所でのご使用は避けて 
ください。 

■床面などにワックスを塗布ずるとをは、運転をしない 
でください。（エアコン内部にワックスの成分び付着 
し、水漏れの原因となります。）ワックス塗布後は十分 
換気を行つてから運転してください。 
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各部の名前と働を 


(上下風向調節羽根) 

吹出グリル(吹出 □) 


幸内！ 

飞"" ■け/ 卜 


半間幅押入れ下(上)設置の場合 

(下図は上設置の場合です。） 

前面グリル 
吸込グリル(吸込口） 

吹出グリル(吹出口） 


J レーー ゾ《 一 ' — 

(左ち風向調節羽根) 

この内部にあります。 





光触媒空清フィルタ ——( 月 I おじ naj 

エアフィルターの裏側に取り付けます。 


本体表示部.操作部 

この内部にあります。 


フラップ 

(上下風向調節羽根) 


エアフイルター（□ングライフ） 


一間幅巧入れ下(上)設置の場合 


本体表示部-操作部 

この内部にあります。 

I 7 ?勺レた； 

吸込グリル（吸込 □) 


天井埋込カセツトビルトイン設置の場合 


光触媒空清フイルター (別売品) 

内部の保護網に取り付けます。 


吸込グリル 
(吸込口） 


エアフイルター 
(ロングライフ） 



ルーバー 

(左ち風向調節羽根) 
吹出グリル(吹出 □) 


mm 

11 丽 


: 二 '‘ ふ ^ UK! 


•卜：•:•: vf こじごこごここ’どごごごごこ•じごこごこごた’ごごごこ•じ夕 




本体表示部-操作部 


フラップ 

(上下風向調節羽根) 



6 



























